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都市インフォーマルセクターと農村からの労働移動一＊

黒　崎　卓

　開発途上国における都市インフォーマルセクターと農村からの労働移動に関する事例研究として，

本稿は，インド・デリー市におけるサイクルリキシャ業を分析する．主に用いるのは，デリー全域を

対象とした標本調査から得たユ，320名のリキシャ引きデータである．分析結果から，リキシャ引きの

多数が農村部からの出稼ぎ者であること，都市への移動の際に各種インフォーマルなネットワークが

重要な機能を果たしていること，所得水準は貧困線を顕著に上回っており，出身地にある程度の額を

送金するに足りる水準であること，人的資本蓄積と収益性・所得の関係は非線形（低い水準でのみブ

ラスの相関）であることなどが判明した．家計レベルでの長期的な貧困脱却には，次世代が人的資本

を蓄積してその収益率が高い職種・業種に就職するような転換が不可欠であり，サイクルリキシャ業

のような都市インフォーマルセクターはそのための短期的つなぎの役割を果たす可能性が示唆される．
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1．はじめに

　近年の急成長にもかかわらず，インドの貧困

問題は深刻である、政府推計によると，1人当

たり実質消費で測った2009／10年度ユ〕の貧困者

比率は，農村部で33．8％，都市部で20．9％，全

国で29．8％であった（Govt．ofIndia20ユ2）．絶

対数で見るとインド全体で3億5000万を超え

る人口が，貧困線以下の生活を余儀なくされて

いることになる．インドにおける経済成長率の

上昇は所得・消費の不平等増大を伴っているた

め，トリックルダウンにより自動的に貧困削減

が実現するには時間がかかることが懸念され，

これまで以上に効果的な貧困削減政策が求めら

れている（黒崎・山崎2011）．しかし既存研究

の多くは，全インド．を対象に計量経済モデルを

家計のミクロデータや州レベルのパネルデータ

に適用するか，詳細な事例研究であれば農村貧

困に主に焦点を当ててきた（黒崎2010，黒埼・

山崎2002）．とはいえインドの都市部門におい

ても貧困者比率は高く，貧困人口は膨大である．

しかも都市貧困は移住を通じて農村貧困とリン

クレているから，都市部を対象としたミクロ経

済学的な貧困研究が意義深いものとなる．

　本稿はそこで，インドの貧困問題を考える一

材料として，都市インフォーマルセクターと農

村からの労働移動に関する事例研究を試みる．

長期経済発展は通常，農村都市間労働移動と都

市化を伴ってきたから，農村からの労働移動は

開発経済学において重要な研究分野と位置づけ

られてきた（Wi11iamson1988）．古典的研究の

Todaro（1969）は，移動によって得られる期待

所得が移動しない場合の所得に移動費用を加え

たものよりも大きい場合に個人は移動の誘因を

持つこと，期待所得の決定要因として，都市部

で正規雇用を得られる確率とその賃金水準が重

要となることを示した．その後の研究は，個人

が移動する際には雇用情報の提供などを通じて

ネットワークが重要であることに着目するもの

が増えている．例えば立unshi（2011）は，人々

の行動に制約をかけるような伝統的なネットワ

ークが崩れると同時に新たなネットワークが形

成されて職業移動が活発化していくプロセスを

理論化し，インド・ムンバイ市のダイヤモンド

研磨業の事例で実証的証左を示している．また

労働移動の中でも帰村を前提にした出稼ぎに対

する関心が近年高まっているが（Shonchoy

2011，Keshri　and　Bhagat2012，Tsujita　and　Oda

2012），出稼ぎ者の都市での就業に関する詳細

な研究は不足している．都市インフォーマルセ

クターに関する既存の事例研究に関しては，そ

のファインディングがどこまで一般化できるふ
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不明な場合が少なくない2）．

　具体的に本稿が分析対象とするのは，イン

ド・デリ『一市におけるサイクルリキシャ業であ

る．サイクルリキシャとは，客席が後ろについ

た3輪の自転車タクシーで，インドやバングラ

デシュにおいて重要な短距離輸送手段となって

いる．デリーの場合，市当局による規制・監督

がほとんど機能していないため，典型的な都市

インフォーマルセクターとなっており，その総

数は数十万台と推定される（KurosakieCαム

20！2）．そこで働くリキシャ引きの多くは，農

村部出身の出稼ぎ者であり，多くの場合，親方

からリキシャを賃借してタクシー業を自営して

いる（Deshingkar　eCα工2006，Kurosaki　eCαi．

2007．2012）．サイクルリキシャ業はしたがっ

て，農村から都市部に新たに流入した，資産を

持たない出稼ぎ者にとって参入の容易なインフ

ォーマルセクターであり，その規模も大きい．

農村からの労働移動と都市インフォーマルセク

ターについて分析する上でうってつけの事例と

言えよう．デリーの特定業種に対象を絞ってそ

の全体像を明らかにすることは，移住先や業種

面での多様性を敢えて捨象することにより，人

的資本やネットワークと農村都市間労働移動と

の関連をより明確に検出することを可能にする

と思われる3）．にもかかわらず，インドあるい

はデリーのサイクルリキシャ業の全貌を明らか

にするような経済学的な実証研究は，筆者の知

る限り存在しなかった4）．

　筆者を含む共同研究グループは，このような

問題意識に基づいて，デリーのサイクルリキシ

ャ業に関する実態調査を2005／06年度に開始し

た（Kurosaki功αム2007，黒崎2010）、本稿は，

一連の調査の最終版として，デリー全域を代表

する標本を集めるべく設計された2010／11年度

調査のデータを用いた分析結果を示すもので，

同調査の報告書（Kurosaki　eCα工2012）から筆者

の貢献部分を取り出し，回帰分析結果を加えて

再整理した論考である．どのような要因が，都

市への移動と就業を可能にするのか？　都市部

への移動の結果，どの程度の生活水準を得てい

るのか？　移動後の生活水準はどのような社会

経済的要因と相関しているのか？　これらの問

いに関し，代表性を持つリキシャ引き1，320名

の標本データを主に用い，人的資本論の枠組み

を意識して定量的に考察することが，本稿の主

たる貢献である．デリーの都市インフォーマル

セクターと農村からの労働移動に関しては，

我々のリキシャ研究のパイロット調査と同じ地

域を対象としたごみ回収業に関する事例研究が，

速水佑次郎らによって行われている（速水2005，

Hayami　eCαZ．2006）．本稿は，このごみ回収業

の事例に対して補完的な事例を示すと同時に，

代表性のある標本を用いて定量的研究を行うと

いう点で速水らのごみ回収業研究の限界を克服

することを目指すものである5〕．

　以下，第2節ではデリーのサイクルリキシャ

業を概観し，本稿で用いるデータを簡単に紹介

する．続く3つの節で実証結果を，労働移動と

ネットワーク，リキシャ引きの生活水準，生活

水準の規定要因に関する回帰分析という順番で

示す．

　　　　　　　　2．データ

2．1デリーのサイクルリキシャ業

　rリキシャ」（rickshaw）とは，日本語のr力

車」が東南アジアを経て南アジアに定着した言

葉である．デリーのサイクルリキシャは，1940

年代に人力車に代わって登場し，すぐに都市を

代表する輸送車両となった．その後，中距離輸

送においては，四輪車を用いた通常のタクシー

や，オート三輪をタクシー化したオートリキシ

ャが主役の場を奪ったが，短距離輸送，とりわ

け，低所得者層の住宅地内やそことマーケット

を結ぶタクシーサービスにおいて，サイクルリ

キシャは根強い需要に支えられて残存レてきた．

料金は交渉制で決まる．2002年に，デリーで

初めて冷房の入った快適な公共交通機関として，

地下鉄・郊外電車を運営するデリーメトロが開

業すると，デリーメトロの駅を中核とした短距

離輸送の担い手として，サイクルリキシャ需要

が増加した（Kurosaki2012）．デリー（より正確

には，デリー首都特別行政区：NationaユCapita1

TerritoryofDe1hi）の人口は，2011年国勢調査

では1，675万人に達し，急増する人口に交通イ

ンフラストラクチャーの整備が追い付かないの

が現実である．

　デリーのサイクルリキシャを管轄するのは，
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首都特別行政区のほぼ全域をカバーするMCD

（Municipa1Corporation　of　De1hi）である6〕、

MCDの現行条例く1960年制定）の下では，サイ

クルリキシャ1台を所有する個人がリキシャを

MCDに登録してライセンスを受け，登録され

たリキシャをライセンスを携行した所有者が走

らせるという形態の下でのみ，デリーでの営業

が認められている7）．この条例が実際に履行さ

れているならば，デリー市内で営業するリキシ

ャ引き全員がそのリキシャの所有者であり，自

らの名義でそのリキシャをMCD　lと登録してい

なければならない．しかし実態は，後述するよ

うに，リキシャ引きの多くがリキシャの所有者

ではなく，「親方」（r加尾〃α7）と呼ばれるリキ

シャ所有者からリキシャを賃借して，タクシー

自営業を行っている8）．リキシャ親方は，

MCD条例上は存在し得ない，違法な存在とい

うことになる、

　オートリキシャや四輪タクシーなどサイクル

リキシャ以外の運輸業では，個人や法人が多数

の車両を所有して，多数の運転手を雇うこと，

あるいは彼らに車両を賃貸することが合法であ

る（というより，一台の車両のみを所有する個

人ドライバー経営よりも，運転手と所有者が分

離した経営の方が一般的である）．そのため

MCDのサイクルリキシャに対する諸規制が私

的所有に関する基本的人権を侵しているとの裁

判が行われた1デリー高等裁判所は，2010年2

月に，サイクルリキシャ業におけるMCDの諸

規制が違法であるとの判断を下レ，MCDの控

訴を受けたインド最高裁判所も2012年4月に

高裁判決を支持する最終判断を示した．デリー

高裁は，2012年6月に，MCDに対して諸規則

の見直しを指示したが，本稿執筆段階ではまだ，

政策改訂の方向性すら明らかになっていない

（Sood2012，Kurosaki　eCαム20ユ2）．

　一連の司法過程を通じて，MCDがデリーの

サイクルリキシャ業を把揮できていないことが

明らかになった．デリーに何台のサイクルリキ

シャがあるのか，何人のリキシャ引きが営業し

ているのかといづた基本情報に関してすら，統

計が存在しない．MCDへの登録リキシャ数は

20ユ1年時点で84，377台であったが，実数はこ

の数倍以上と言われていた（Sood．2012，Kuro一

研　　究

saki　eCα工20！2）．

　このような客観的データの不在も，本研究の

契機となった．2006年1月から2月にかけて，

速水（2005）やHayami　efαム（2006）の調査地と

同じデリー市北東部，ヤムナ川東岸のシャーダ

ラ（Shahdara）地域において，80名のリキシャ

引き，26名の親方をカバーするパイロット調

査を行った．その分析結果からは，MCDの規

制が形骸化していること，リキシャ引きの多く

が親方から1日当たり定額の賃借料でリキシャ

を借りる出稼ぎ者であることなどが判明した
（KurosakiとCαム2007，黒崎2010）．

　以上，本稿で扱うデリーのサイクルリキシャ

業とは，リキシャ引き（一部はリキシャを所有

するが，多数は賃借リキシャを利用）とリキシ

ャ親方から構成され，リキシャによるタクシー

業とリキシャの賃貸業という2つの市場を指す

ものとする．より広くは，サイクルリキシャを

規制するMCD当局やその規制を履行する警察

当局，リキシャ車両の製造販売業，サイクルリ

キシャを含む様々な交通機関を利用する都市住

民なども含めて考えるべきだが，データの制約

ゆえに本稿の課題とはしない．

2．22010／1i年度サイクルリキシャ調査

　2006年パイロット調査の結果を受けて我々

は，デリー全域での代表性を持つサイクルリキ

シャ業の標本データ収集を計画した、しかし，

前述したようにデリーのサイクルリキシャ業に

おいては，リキシャ親方の存在とリキシャ賃貸

借の両方が違法であるから，無作為抽出を可能

にするリキシャ所有者の母集団リストはそもそ

も存在しないし，この母集団リストを作成する

ための調査を行うことも不可能と判断された9〕．

そこで2010／！1年度の本調査では，サンプリン

グ手法を試すシャーダラでの仮調査（2009年実

施）を経た上で，デリーの行政区分を単位とし

た空間的サンプリング（area1Samp1ing）を採用
した1o）．

　MCDには！2の区域（zone）が存在し，うち，

South　Zoneを除く1！区域でサイクルリキシャ

が操業している．各区域はさらに，町区
（Ward），住居区（CO1Ony）に細分される1住居

区がMCD行政によって把握される最小の単位
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　　　　　表1。リキシャ引きとリキシャ親方の社会経済的特徴　　　　　　域のリキシャ引き総人口は，

　　　　　　　　　　　　リキシャ引き（標本数＝1・320）・親方（標本数＝ユ32）　104，279名（95％信頼区間は

　　　　　　　　　　　　該当数　　割合（％）　　該当数割合（％）　9Z491名から・1ユ1，068名）と

　　　　　　　　　　　　　　　WT　　　UW　　　　　　　　　UW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なったユ1）、
登録された恒常的住所

　デリー　　　　　　　　　18　　2，01　　1．36　　33　　25．O　　　以下本稿では，こうして得
　ビハーノレ州　　　　　　　　　　　　679　　　54．87　　　51．44　　　　43　　　　32，6
　ウッタル．プラデ＿シエ州　　4gg　3a26　3τ80　　38　　2＆8　　られた1β20名のリキシャ引

　その他　　　　　　　　　124　6，86　　9．39　　18　　13．6　　きの標本を主に用いて，記述
宗教・カースト
　ヒンドゥ＿　　　　　　1074　8469　8！説　　　8g　　舳　　　統計分析を行う．平均等を計

　内訳1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算する際には，サンプリング
　　指定カースト（SC）　　　　　214　　！7．97　　16．2ユ　　　23　　　17．4
　　指定部族（ST）　　　　　115　a26　　＆71　　0　　αO　　確率を考慮してウェイト付け

　　その他後進諸階級（0Bc）　601　47．73　45．53　　32　　24．2　　した値（WT）と，ウェイト付
　　以上以外のヒンドゥー　　　　！44　　9．73　　10．91　　　34　　25．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしない値（UW）の両方を報
　非ヒンドゥー

　　ムスリム　　　　　　　244　15．09　ユ8．48　　32　　242　　合する．
　　スィクまたはクリスチャン　　　2　　0，22　　　0．！5　　　11　　　8．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リキシャ親方に関しては，
教育

　なし　　　　　　　　　596　46．97　45．ユ5　　17　　129　　リキシャ引き調査と並行して，
　前期初等レベル（5年）　　　　502　　34．54　　38．03　　　34　　25．8
　後期初等レベル（8年）　　　140　1α72　1α6ユ　　36　　2γ3　　質問票を用いた対面調査を行

　前期中等（10年）以上　　　　82　7．77　　62ユ　　45　34．1　　った．彼らの営業範囲は住居

注〕割合（％）は’WTがサンプリング確率でウエイト付けした割合！UWがウエイト付け　区よりも大きかったため，標
　　しない割合（以下の表も同じ）．
出所）2010／11年度サイクルリキシ十調査のデータより筆者作成（以下の表も同じ〕．　　　本町区ごとに平均で各6名，

である．MCDは，すべての住居区に関して8　　計132名の標本を調査した．標本町区にて営業

段階からなる家屋税査定分類を定めて，町区名，　するリキシャ親方の母集団リストを作成するこ

区域名とともにウェブで公開一している1そこで　　とができなかったため，リキシャ親方標本に関

このリストを利用し，11区域をすべて調査対　　してはサンプリング確率が推計できない．した

家とし，まず各区域からランダムに町区を抽出　　がって，ウェイト付けしない統計のみを以下で

し，選定された町区からランダムに住居区を抽　　は報告する．

出した．そして，抽出住居区において，サイク

ルリキシャが客待ちをするスタンドおよび各ス　　2．3標本リキシャ引き，親方の社会経済的特

タンドに何名のリキシャ引きがいるかの簡易セ徴
シサスを行った．調査対象リキシャ引きは，こ　　　表1の最初に示した「恒常的住所」（perma一

の簡易センサスから得られたリストから無作為　　nentaddreSS）は，定住の度合いを示す指標の

抽出されたスタンドから，無作為に抽出した1　　ひとつである．リキシャ引き中ユ，302名（WT

それぞれのリキシャ引き標本に関して計算した　　で98％，UWで99％）が，恒常的住所がデリ

サンプリング確率の逆数をデリー全域に関して　　一以外の出身地であるという意味で，出稼ぎ者

足し上げることにより，調査日におけるデリー　　の色彩を強く有している．リキシャ引きの恒常

全域のリキシャ引きの人口が推定できることに　　的住所は，ビハール州とウッタル・プラデーシ

なる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ（UP）州という北インドの貧困州2つに集中

　2010年12月から2011年2月にかけて実施　　している工2）．ビハール州がインド全体で最大の

された調査では，各区域から2つの町区，それ　　出稼ぎ者供給地域であることは，全国標本調査

それの町区から5つの住居区，それぞれの住居　　のデータでも示されているし（Keshri　and　Bha一

区から平均で12名のリキシャ引きを抽出し，　　gat2012），この傾向は植民地期からの伝統で

質問票を用いた対面調査を行った．したがって，　もある（deHaan2002）．リキシャ引きと比較す

リキシャ引き標本の総数は1，320名である．そ　　ると，親方は，デリーに恒常的住所を持つ者が

れぞれの標本は，調査スタンドごとにサンプリ　　全体の4分の1を占めており，定住性が高い．

シグ確率が異なる．ここから推定したデリー全　　それでも親方の4分の3もが，デリー以外の州
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表2．リキシャ引きとリキシャ親方の前職

リキシャ引き（標本数＝1，320） 親方（標本数＝工32）

　　　　割合（％）
該当数
　　　WT　　　UW

　　　割合（％）
該当数

　　　一UW
前職なし（学生，無職，不明など）

小計

労働者

非定期雇用（リキシャ修理を除く）

非定期雇用（リキシャ修理）

定期雇用

自営

農業

　リキシャ引き

　リキシャ修理

商店

野菜行商人

　その他

364

59！

0

298

12

n．乱．

0

24

20

u

20．74

47，48

0．00

25．78

1．95

O．OO

ユ．93

ユ．22

0，9

27．58

44，77

0．00

22．58

O．9／

O．O0

1，82

！．52

0£3

25

4

ユ0

45

4

1

24

18．9

6．ユ

2．3

6．ユ

3．0

7，6

34．1

3．O

O．8

18，2

を恒常的住所としている．

　定住の度合いを示す指標としては他に，食糧

の配給カードをデリーで取得しているか，デリ

ーでの有権者登録をしているかといったデータ

も収集した．表！に示すデリーに恒常的住所が

ある者の比率よりも，やや定住者の比率が高く

なっている（KurosakieCα工2012＝Tabユe3．1，

Tab1e4．1）．出身地の家族に定期的に送金をし

ているかどうかで見ると，リキシャ引きの約4

分の3，リキシャ親方の約4割が送金している

と答えた．表！には省略したが，1，320標本中，

1，303名の出生地がデリー以外であり，その意

味で移住者であった．また，この1，303名中97

名は「近いうちに出身地に帰る予定」と答えた

明確な出稼ぎ者，759名はr先の話だが出身地

に帰る予定」と答えた一時的移住者であった！3）．

この1，303名について移住時期を見ると，25名

は在デリー期問が1年未満，残りの1，278名の

在デリー年数は1年から59年に分布し，中央

値は10年であった．ただしこの1278名がこ

の期問，常にデリーにいたわけではない．デー

タはないが，個別インタビュー結果によると，

彼らの多くが農繁期やお祭りの際には帰省して，

数か月から半年程度農村で生活していた．

　全標本が男性である．リキシャ引きが男性の

職業であることは白明だが，女性親方が存在し

得ない理由はない．しかし本研究プロジェクト

を通じて，女性親方の話は一度も耳にしなかっ

た．リキシャ引きの年齢は！6歳から70歳に分

布し，中央値は32歳，WT平均33．4歳，UW

平均33．3歳であった．親方の年齢は20歳から

75歳に分布し，中央値40

歳，平均40．7歳であった、

　表1で宗教・カーストの

分布をみると，リキシャ引

きにおいては，不可触民に

対応する「指定カースト」

（Schedu1ed　Castes1SC），

SCよりも社会的に上位に

位置づけられるとはいえ

様々な面で遅れているとみ

なされる「その他後進諸階

級」（Other　Backward
C1asses：OBC）に属する者

の比率が，インド全体あるいはビハール州と

UP州農村部での人口比率14）よりも高くなって

いる．ムスリム比率もインド全体での比率より

高い．すなわち，リキシャ引きの社会階層は，

インド社会における被差別階層にやや偏る傾向

がある．親方のSC比率はリキシャ引きと変わ

らないが，OBCの比率が大きく低下し，その

分，ムスリムおよびより高位なヒンドゥー教徒

の比率が上がっている．

　リキシャ引きの社会経済的特徴として，教育

水準が低いことも挙げられる．約45％が全く

教育を受けておらず，受けている場合でもせい

ぜい5年間の前期初等教育レベルの場合が多く，

8年以上の教育を受けているのはユ7％ほどに

すぎない．リキシャ親方の教育水準は，リキシ

ャ引きよりも顕著に高い．教育を受けていない

者はわずか13％にすぎず，4割以上が10年以

上の教育を受けている．

　　　　3．労働移動とネットワーク．

　労働移動（地域問移動と地域内での業種・職

種問移動の両方を含む）とネットワークについ

て考えるための基礎情報として，まず表2に，

リキシャ引きとリキシャ親方の前職をまとめた．

リキシャ引．きの場合，「非定期雇用（リキシャ修

理を除く）」が最も多い．このほとんどが，農

作業や建築労働など日雇いの非熟練賃労働者で

ある．農村からの出稼ぎ者がリキシャ引きの大

多数であるにもかかわらず，前職として農業自

営業を上げた者は少ない．リキシャ引きの農村

居住家族の6割以上が，まったく農地を所有し
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表3．リキシャ引きの農村都市間移動における情報源

67

デリーでの一般的労働市場　デリーでのリキシャ引き労
　　　情報　　　　　　　　　働情報

デリーでの住居探し

　　　　割合（％）
該当数

　　　WT　　UW

　　　　割合（％）　　　　　　　　割合（％）
該当数　　　　　　　　　該当数
　　　WT　　UW　　　　　　　WT　　UW

デリー居住者

友人

出身村からの移住者（親族除く）

親族（出身村からの移住者除く）

出身村から移住した親族

　リキシャ親方

他のリキシャ引き

出身村居住者

非親族

親族

その他

68

！11

179

17

n．a．

n．a．

862

54

10

5．76

11．83

！3，50

1．43

61，48

4，99

1．02

5，23

8．53

！3．76

ユ．31

66，26

4，15

0．77

100　　8．59
193　　　　17．18

139　　　　！1．49

39　　3．77

n．a．

n．3．

692　　　　49．78

123　　7．76
！5　　　王．43

7．69

14．83

10，68

3．OO

53，19

9，45

1．15

371

375

66

30

296

154

31．41

28，04

6，08

3．07

17．72

12．58

O．OO

O．O0

1．10

28．52

28，82

5，07

2．31

22．75

ユ1．84

O．OO

O．OO

O．69

注〕 この表の標本数は，デリーに移動した際の情報がすべてとれた標本を用いているため，1，301である．

ない家計であり，農地経営している場合でもそ

の規模はごく零細であった（KurosakieCαム

20ユ2：Tab1e3．7，3．8）．したがって，リキシャ

引きの前職として農業自営業は少なくなり，農

業就業ならば農業賃労働が圧倒的に重要になる

のである、

　リキシャ親方の前職を見ると，被雇用者は少

なく，自営業の中で転業して．リキシャ賃貸を始

めた例が多い．特に興味深いのは，リキシャ引

きあるいはリキシャ修理工からリキシャ親方と

なった例が，全体の44％も占めていることで

ある．表でリキシャ修理工を前職に挙げた者の

中には，リキシャ引きとして出発したが，手先

の器用さを見出されてリキシャ修理に特化する

ようになった経緯を持つ者が多く含まれる．す

なわち「リキシャ階梯上昇」という経路が，細

いながらも着実に存在している．

　リキシャ引き標本1，320名のうちデリー以外

に出生地を持っていたのは！，303名，そのうち

1，301名についてデリーに移住した際の情報が

欠損なく得られた．約3％の例外（その多くは

家族の結婚などに伴う移住）を除き，移住の理

由は稼得機会を求めてであった．移住者の多く

が，移住後に家族の生活水準は改善したと答え

た．ただしこの主観的評価には，その変動の源

泉に心理的要素が多く含まれると思われるため，

本稿では分析の対象としない．

　この1，301名がデリーに到達し，リキシャ引

きの仕事を始めるまでにどのような情報源を用

いたかのデータを整理した（表3）．デリーにど

んな働き口があるかの情報源として最も頻度が

高かったのは，出身村の中で親族以外から聞い

た例であり，6割を超えた、続いて，デリーに

居住する親族，デリーに移住した同郷者となる．

リキシャ引き労働に関する情報源になると，出

身村居住の非親族の比率が下がり，代わって，

出身村からデリーに移住した村人の比率が上が

る．要は，同じ村からデリーに出ていってリキ

シャ引きになった者を通じた情報が重要という

わけである．デリーでの住居探しにおいても，

出身村からデリーに移住した村人は重要である

が，デリーに着いてから知り合った友人，リキ

シャ親方，他のリキシャ引きといった情報源も

並んで重要となる．リキシャ親方を通じた住居

探しには，親方のリキシャ・ガレージで寝泊ま

りするといった，家賃のかからない方法も含ま

れる．

　表3に示されているのは，同郷出身者を通じ

てリキシャ引きという仕事の情報を得て，すで

にリキシャ引きとなっている同郷者に保証人と

なってもらうことによって親方からリキシャを

借り15〕，その親方あるいはそのリキシャ引きあ

るいはその同僚に住居探しを手伝ってもらうと

いうネットワークである．このようなコネを全

く持たないでデリーに着いても，簡単に仕事が

見つかるわけではない．そして我々のリキシャ

引き標本の99％は，同郷に住む者がデリーに

出稼ぎに来たいという希望を伝えたならば，雇

用機会や住居情報を彼らに喜んで提供すると答

えた、すなわちネットワークは，新たに移住し

た出稼ぎ者が次の情報源となって再生産されて

いくのである16）．
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表4．リキシャ弓1きの就労，所得，消費

WT（ウェイトつき統計量）

平均　標準偏差中央値

UW（ウェイトなし統計量）
　　　　　　　　　　最小値　最大値
平均　標準偏差中央値

リキシャ引き経験（年数）

リキシャ所有ダミー

一日当たりリキシャ引き業の粗収入（Rs．）

一日当たり労働時間（時間）

過去工5日間の労働日数（日数）

一月当たりリキシャ引き経営費（RS．）

一月当たり所得（Rs．）

一月当たり消費支出（Rs．）

　内訳：

　食費
　お茶・スナック等

　娯楽費
　住居費
一月当たり余剰（Rs．）

8．4ユ

0．115

258，8

！0．72

13．72

909．1

6183．9

3814．7

2567．5

492，4

70．5

684．3

2369．1

7，15

0．319

6ユ．9

2，06

1．30

345．6

1795．9

ユエ70．ユ

872．3

290．5

158．3

555．6

2105．2

　6
　0
250

10

14

960

6000

3655

2400

600

　10
550

2250

8，82

0．087

257，2

10．59

13．76

965．9

6095．8

3794．3

2609．7

475，8

69．5

639．4

2301．5

7，18

0．282

68．1

2．06

ユ．30

327．2

1924．2

1137．3

840．2

294．！

158．5

557．1

2198．4

　7
　0
250

　10

　14
！040

6000

3660

2400

6C0

　10
500

2！20

O．05

　C
120

　6
　9
　0
1820

ユ056

　900
　　0
　　0
　　0
－3980

　42

　1
500

　16
　15
3000

13800

8100

4500

！500

1620

5000

11200

注） この表の標本数は，リキシャ引き全標本，すなわち1，320である．各変数の定義は本文を参照．金額の単位R昌．はインドル

ピー（調査時の為替レートは1米ト岳ル＝約45ルピー）．

　　　　4．リキシャ引きの生活水準

　前節のような経路を経た者が多数を占めるデ

リーのリキシャ引きに関し，その就労がどのよ

うなもあで，その結果，どの程度の生活水準を

得られるのか検討しよう（表4）．まず，リキシ

ャ引きの経験年数は一月未満から42年の問に

分布し，6年から8年といった値が平均像であ

る．！，320名中、1，205名，すなわち全体の約9

割のリキシャ引きは，リキシャを所有せず，親

方から賃借している．リキシャを賃借している

1，205名の賃借料は，一日当たり25ルビ」7〕か

ら60ルピーの問に分布し，WT平均364ルピ

ー（中央値35ルピー），UW平均37．6ルピー

（中央値40ルピー）であった．すべての契約は

1日当たりの定額で，毎日リキシャを返却する

際に賃借料が親方に支払われる．リキシャの基

本的整備・修繕は親方が行うが，大きな修理に

関してはリキシャ引きが費用分担することもあ

る．きちんとリキシャが返却されるか，返却時

にきちんと賃借料が支払われるか，リキシャを

適切に使用するかなどのリスクを負担するのが，

リキシャ親方である．このリスクを最小化する

ための仕組みが保証人である18〕．

　賃借料は定額であり，親方はリキシャ引きの

営業にほとんど関与しないため，リキシャ引き

業の稼ぎを左右するのは，良い客を多数確保す

る能力である．通勤・通学の固定客を得ること，

リキシャを探す客の多い場所で客待ちをするこ

と，料金の交渉カを高めること，効率的なルー

トを回って顧客輸送の時間と体力を節約するこ

となどが，収入増につながる．

　データを見ると，リキシャ引き業の一日当た

り粗収入は，平均で260ルピー弱，120ルピー

から500ルピーの問に分布している．これを稼

ぐために，おおむね10～！！時間の肉体労働に

リキシャ引きは毎日従事している．一日の労働

時間の最大値16時間を示した標本は2名であ

った（15時間という答えは62名）．過去ユ5日

間での労働日数の中央値は14日，すなわち週

休一日を取る余裕すらなく，隔週で1日の休み

をとるというのが平均像となる．

　粗収入すべてが所得になるわけではない．自

らリキシャを所有する者は，その整備・修繕を

全額負担する．賃借リキシャ引きの場合，賃借

料を毎日支払うことに加えて，パンクなど親方

のガレージに戻らずに出先で行われる簡単な修

理の費用や，大きな修繕の費用分担などがかか

ってくる．リキシャ賃借料を過去15日間の労

働日数の2倍で乗じ，それに月当たりの修理・

修繕費用を足したものを，表4で「一月当たり

リキシャ引き経営費」として示した、経営費は

○から3，000ルピーの間に分布し，1，OOOルピー

ほどが平均像となる、リキシャを一日35ルピ

ーで月に28日借りると，ほぼこの額になる．

　一月当たり所得は，表の「一日当たりリキシ

ャ引き業の粗収入」を過去15日間の労働目数

の2倍で乗じ，そこから一月当たりリキシャ引

き経営費を差し引いて求めた19）．中央値で

6，OOOルピー，WT平均が6，200ルピー，UW
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平均が6，100ルピーという平均像が得られた．

デリーでの非熟練目雇建設労働者の所得水準よ

りもやや高めといった水準である．また，これ

をリキシャ親方132名のリキシャ賃貸業からの

純収入月額（Kurosaki　eCαム2012：Tab1e4．！1）と

比較すると，所有リキシャ数50台以下の小規

模経営の場合の一人当たり平均5，600ルピーと

ほぼ拮抗し，所有数50台を超える大規模経営

の場合の一人当たり41，O00ルピーに比べると

大きく見劣りする20）．

　調査では，リキシャ引きのデリーでの生活費

を把握するために，一日当たりの食費，チャ

イ・スナック・パーン類21）（表4では「お茶・

スナック等」と表記），一月当たりのアルコー

ル類・たばこ・ギャンブル・映画等（表4では

まとめて「娯楽費」と表記），および家賃等の

住居費について情報を集めた．住居費に関して

は，他の家族と同居している場合の調整をせず

に，全額をこのリキシャ引きの支出として算入

している．この月額合計が表4のr一月当たり

消費支出」である2字〕．中央値は3，600ルピーほ

どであり，ユ，056・から8，100ルピーの問に分布

している．一人当たり一月の消費支出でインド

政府の公式貧困線は定義され，2009／10年度で

のデリー都市部の貧困線は1，040．3ルピーであ

った（Govt．ofIndia2012）．表4の数字は，リ

キシャ引きの大多数が，公式の貧困線よりも．高

い水準の生活をしていることをうかがわせる．

デリーでの同居家族の調整が難しいため，単身

生活のリキシャ引き845標本のみを抜き出すと，

r一月当たり消費支出」の最小値が1，360ルピ

ーであったから，単身のリキシャ引き本人の貧

困者比率はゼロということになる．ただし公式

貧困線が，都市部での実態を反映していない過

小なものだという批判は存在するし23〕，リキシ

ャ引きの生活はぎりぎりまで切り詰めた厳しい

ものだというのが，我々の調査での実感である．

　表4には最後に，一月当たり所得から，消費

支出を差し引いたものとして定義された「一月

当たり余剰」の記述統計量を示した．純貯蓄と

呼んでもよいであろう、最小値はマイナス

3，980ルピー（負の値をとった標本は1，320中

187名）であった．デリーでの同居家族の調整

が難しいことを考慮して，単身生活のリキシャ

引き845名のみを抜き出すと，負の値を取っ・た

者は73名であった（WTで6．0％，UWで
8．6％）．デリーに出稼ぎに来たものの，リキシ

ャ引きの仕事での稼ぎが思わしくなく，生活費

も予想以上にかかってしまい，かえって借金が

膨らんでしまうようなリキシャ引きが1割弱ほ

ど存在することになる．他方，平均や中央値で

見ると，月2，100から2，400ルピーが余剰とし

て残るというのが，デリーのリキシャ引きの平

均像でもある．出稼ぎリキシャ引きが出身地に

送金できる額の目安がこれになろう．リキシャ

引きの家族がビハール州農村部に5名残され，

村での所得が公式貧困線の半分程であるような

例を考えると，その世帯所得は一月当たり約

1，950ルビ∵となる．ここに，デリーの出稼ぎ

リキシャ引きから2，400ルピーが送金されたな

らば，この家族の生活水準は貧困線を1割ほど

上回る水準になる．この送金が恒常的に貧困脱

却に結び付くかどうかは不明だが（結論の節で

この問題にもう一度触れたい），都市への出稼

ぎがもたらす農村貧困削減のインパクトを考え

る目安として，このような試算を行ってみた．

5．生活水準と社会経済的特徴や移動ネットワ

　ークとの相関

5．1回帰分析モデルの定式化とその目的

　前節で概観したリキシャ引きの生活水準は，

個別の社会経済的特徴や移動ネットワークとど

のように相関しているのであろうか．二変数問

の相関関係を見ていく作業では，説明変数相互

の相関ゆえに，個々の変数と生活水準の間の関

係が明確にならない、そこで本節では，重回帰

分析を用いて偏相関関係を分析する．

　被説明変数は，一日当たりリキシャ引き業め

粗収入，一日当たり平均労働時間，一月当たり

所得，一月当たり消費支出，一月当たり余剰で

ある．これらのうち最後の3変数は，その値が

高いほど厚生水準が高いとみなせる．一日当た

り平均労働時間（表4に示した2つの変数から，

60×「一日当たり労働時間」×「過去15日間の労

働日数」÷15として計算）は，肉体労働ゆえに

その値が低いほど厚生水準が高いとみなす．一

日当たりリキシャ引き業の粗収入は，それ自体

が生活水準を示すわけではないが，所得と余剰
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を決定する最重要要因であること，労働がどの

ような成果に結び付いているかを見ることがで

きる興味深い変数であることから，被説明変数

に加える．

　説明変数として，社会経済的特徴（年齢，出

身地，宗教・カースト，教育：表1参照），移

動ネットワークの特徴（デリーの労働情報源，

リキシャ引き労働情報源，住居情報源：表3参

照），タクシー業経営上の特徴（経験年数，リキ

シャ所有，賃借リキシャの場合の賃借料など：

表4参照），リキシャ需要や都市交通政策上の

特徴など営業地に固有の効果をコントロールす

るためのMCD区域の固定効果を用い．る．

　これらの説明変数は，被説明変数に対してあ

る程度先決的ではあるが，リキシャ引きの自己

決定に依存する変数や，観察不可能なリキシャ

引き固有の効果によって影響されるものを多く

含む．一この内生性バイアスゆえに，このモデル

をOLS推定した係数をもってして，その説明

変数がリキシャ引きの生活水準にもたらす因果

関係としてのインパクトと解釈することはでき

ない．しかしOLS推定は，当該標本において，

被説明変数の説明変数群に関する条件付き期待

値としては，常に有効である．本節の重回帰分

析の目的はしたがって，個々の説明変数がリキ

シャ引きの生活水準に与えるインパクトの検出

ではなく24〕，他の説明変数をコントロールした

上で，その説明変数が限界的に変化した時に期

待される被説明変数の共変動の方向と大きさ，

統計的有意性を明らかにすることである．この

意味で本節の回帰分析は，記述統計分析の変形

である．

5．2推定結果

　OLS推定結果を表5に示す．5つの推定モデ

ルすべて，全説明変数の傾きがゼロであるとい

う帰無仮説は1％水準で棄却されており，説明

変数群と被説明変数との間の共変動は全体とし

て統計的に有意である．

　社会経済的特徴のうち有意性が高かったのは，

ビハール州出身ダミーの係数である．所得貧困

がより深刻なビハール州からの出稼ぎ者の方が，

それ以外のリキシャ引きに比べて，一日当たり

のリキシャ引き業粗収入が17ルピーほど高く，

研　　究

これが一月当たり所得の約400ルピーの増加に

つながり，消費がさらに切り詰められた（ただ

し統計的に有意ではない）結果，一月当たりの

送金可能額で約460ルピー高くなっている、労

働意欲に加えて，ビハールからの移民は，デリ

ーのインフォーマルセクターにおいて最多数集

団を形成しているため，集積が生み出すネット

ワークのプラスの効果もあるかもしれない．宗

教・カーストダミーの係数は，指定部族（ST）

のリキシャ引き業粗収入が有意に低いことを除

いて，すべて統計的に有意ではない．リキシャ

引きの労働成果・生活水準と宗教・カーストの

問には，他の要因をコントロールすると，相関

関係があまり検出されないことになる．

　教育に関しては，各教育水準を標準の修了年

数に変換した「就学年数」を説明変数に用いた

場合，まったく有意な結果が得られなかった．

他方，表5に報告するように，各教育水準のダ

ミーを用いると，教育なしのリキシャ引きに比

べて，前期初等教育や後期初等教育修了者のリ

キシャ引き業粗収入は，それぞれ7ルピー，15

ルピー高い反面，前期中等教育以上のリキシャ

引きでは教育なしと同等の水準に下がってしま

うという非線形の関係が見いだされた．10年

以上の教育を農村で受けた者がリキシャ引きに

従事することは教育に見合わないとみなされる

から，このミスマッチが本人の労働意欲を下げ

ている可能性，あるいは，教育が高いにもかか

わらずフォーマル部門に就職できていないこと

が暗黙に意味する我々には観察不可能な能力の

低さが，この非線形の関係に表れていると思わ

れる．非線形な教育の係数は，所得や余剰を被

説明変数とした場合にも現れるが，統計的有意

性は低い．リキシャ引き自営業において，10

年以上の教育はその収益に貸さないが，初等教

育くらいならば，おそらく対人コミュニケーシ

ョン能力の向上などを通じて，若干の収益をも

たらすのかもしれない．

　人的資本論におけるもうひとつの重要な収益

性の源泉は，その職業での経験である．r経験

年数」を説明変数に用いた場合，あまり有意な

結果が得ら札准かった．他方，表5に報告する

ように，経験年数をグルーブ分けしたダミーを

用いると，1年以下と10年以上の経験者にお
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表5．リキシャ引きの生活水準（0LS回帰分析結果〕

7ユ

被説明変数

一日当たり
リキシャ引
き業の粗収
入（Rs．〕

過去15日　　　　　　　　　　　一月当たり間の一日当　」月当たり　消費支出　　」月当たり
たり平均労　所得（Rs．）　　　　　　　余剰（Rs．）
　　　　　　　　　　　　（Rs．）働時間（分）

社会経済的特徴
　年齢（年数）

ビハール州出身ダミー

SCダミー

STダミー

OBCタミー

ムスリムダミー

前期初等教育（5年）ダミー

後期初等教育（8年）ダミー

前期中等教育（ユ0年）以上ダミー

　0．2
　［O，2］

　17．3榊

　［49］

　1．！

　［7．8］

一19．1制

　［9．5］

　5．6
　［6．O］

一4．4

　［τ8コ

　7．Oヰ

　［3．9］

　工5．O制

　［6幻

　0．6
　［8．8］

移動ネットワークの特徴

　デリーの労働情報源デリー居住者ダミー　　　一1．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［3．9］
　リキシャ引き労働情報源デリー居住者ダミー　一ユ2－5軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［5．4］

　住居探しリキシャ親方ダミー　　　　　　　　23．9州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［6．2］
経営上の特徴

　リキシャ引き経験1年以下ダミー

リキシャ引き経験1年を超え5年以下ダミー

リキシャ引き経験10年を超えるダミー

リキシャ所有ダミー

　リキシャ賃借料（Rs．）の平均からの差分×（1

　一リキシャ所有ダミー）

MCD　Zone固定効果
切片＃

上15．2冊

　［64］

上4．1

　［4．9］

一11．5相“

　［4場］

一17，1制ヰ

　［5．！］

　2．O榊
　［O．6コ

　あり冊
264．9ヰ柚

　［9．6］

　0．2
　［O．4］

　10．2

　［＆4］

　10．9

［13．3コ

　22．6

［15．1］

　15．O

［11．7］

一5．9

［15．1］

一2．3

　［8．1］

一11，9

［ユ2．5］

一ユ2．3

［16．2］

一10．2

［7．3］

　4．4
　［9．6コ

　15．5

［ユ2．2］

一18．4

［11，5］

旧3．5

　［9，O］

　17．8帖

　［8．6コ

ー28．6■

［16．6］

　1．4
　［1．Oコ

　あり榊
620．5軸ヰ

［18．6］

　8．4
　［6．O］

　403．O帥｛

［146．5］

　17．8
［218．6］

一401．2

［254．7］

　182．4

［173．1］

一128．1

［210，4］

　111．！

［ユ084］

　304．2ヰ

［181．4］

　6．6
［271．5］

一u4．8
［100．7］

一265．3由

［ユ56．1］

　674．1ヰ軸

［173．6コ

一4！3．O榊

［173．2］

一59．7

［136．5］

一268．3帖

［119，7］

　364．2軸

［1834］

　21．1
　［17．7］

　あり榊
6476．0州＾

［273．8］

　7．ユ榊

　［3．2］

一52，7一

　［68．8］

一135．3

［122．O］

一i45，7

［152．2］

一103．2

［104．7］

一83．8

［12ユ．O］

　一2．O

　［74り］

　89．3
［ユ27．6］

一35．3

［136．1］

　92．8
　［68．1］

一40．ユ

　［86．9］

一269．1‡軸

　［89．1］

一89．3

［98．7］

　22．1

［81，O］

　38．9

［77．3］

山44．9

［124．1］

　O．O
　［7．8］

あり榊
400ユ．0‡榊

［204，7］

　ユ．3
　［6．5］

　455．7｝舳

［152．7］

　153．1

［241．7］

一255．5

［289．2］

　285．6

［198．3］

一44．3

［224．6］

　1ユ3．！

［128．4］

　214．9

［203．3］

　42－O
［252．7］

一207．6‡

［11Z6］

一225．2

［155．8コ

　943．1抽申

［203．6］

一323．7ヰ

［191．4］

一8！．8

［1637］

一307．2舳

［136．5］

409．1｛

［215．6］

　2！．2

　［184］

　あザ冊
2475，Oヰ舳

［3373］

決定係数（R2）

全説明変数の傾きゼロのF検定量

O．167

7，229舳。

O．171　　　　　　0．139　　　　　　0．080　　　　　　0．147

6，833＾軸　　　　　6，093冊‡　　　　　4，816軸ヰ　　　　　7，057ヰ帥

注） 標本数は，リキシャ引き全標本，すなわち1，320である．各変数の定義・主要統計量は表L3，4および本文を参照・
かぎかうこの中には，居住区（co1㎝y）をクラスタとみたしたdusterrobustst㎜d3rderrorを報告してある．ヰφ〈O．L柚
φ〈O．05，　‡仙カ〈O．O1．

＃　この切片は，参照カテゴリーにおける被説明変数の期待値を示す．参照カテゴリーは，年齢33．3歳，ビハール州以
外の出身でSC，ST，OBCいずれでもないヒンドゥー教徒（ないしスィクかクリスチャン）であり，教育を受けておらず，
移住者でないか，移住者の場合には労働情報源としてデリー居住者を用いずかつ住居探しの情報源としてリキシャ親方
を用いなかった者で，リキシャ引き経験は5年を超え10年以下で，リキシャを所有せずに3τ6ルピーの賃借料でリキ
シャを借り，City　Zoneにて操業しているリキシャ引きである．

いてリキシャ引き業粗収入が顕著に低いという

非線形の関係が明確に見いだされた．良い客を

多く確保する能力は，リキシャ引きを始めた最

初の一年においては急速に向上するが，それ以

上の経験は収益向上に貸さないことが示唆され

る．10年以上の経験者の稼得効率が悪いこと

に関しては，長年の就業で労働意欲が下がった

可能性，長年にわたって転職できていないこと

が暗黙に意味する観察不可能な能力の低さなど

で説明できよう．

　移動ネットワークの特徴として，表3の情報

を様々な変数群に置き換えて試行したが，デリ

ーの労働情報源や，リキシャ引き労働情報源に

関する違いは，調査時のリキシャ引きの労働や

生活水準とあまり相関がなかった．デリー居住

者に頼った場合に所得や余剰がむしろ下がって

いるという関係が表5には報告されているが，

同郷者からの情報のみに基づいてデリーに移住
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した者の方が，生存のために高い意欲をもって

リキシャ引きの仕事をしているのかもしれない．

逆に住居探し時の情報源は，調査時の労働・生

活水準と強い相関関係を持っていた、表5に示

すように，住居探しの際にリキシャ親方の助け

を受けたリキシャ引きは，それ以外のリキシャ

引きに比べて，毎日の粗収入が24ルピーほど

高く，その結果一月の所得も670ルピーほど高

くなり，消費支出が270ルピー低いこととあい

まって，余剰は940ルピーも高くなっている．

消費支出の低さは，リキシャ親方の紹介による

住居の家賃が安いことでほぼ説明される．毎日

の稼ぎがよいことは，親方とのより強いネット

ワークが割の良い顧客の獲得につながっている

可能性を示唆しているように思われる、

　リキシャを所有していれば賃借料を払わなく

て済むため，，所得や余剰が高くなると予想され

る．この予想通り，リキシャ所有者の方が賃借

リキシャ利用者よりも，一月当たりで約360ル

ピー所得が高いという結果が回帰分析から得ら

れた．さらにリキシャ所有者の方が消費も切り

詰める傾向がある（ただし統計的には有意でな

い）ため，一月当たりの余剰は410ルピーほど，

所有者の方が高くなっている．興味深いのは，

この所得差の背後に標準的な余暇・消費選好が

うかがわれることである．表4に示したr一月

当たりリキシャ引き経営費」について，リキシ

ャ所有状況別に平均を取ると，WTで818ル
ピー，Uwで85bルピーだけ賃借者の方が割

高になった．もし所有者と賃借者の労働供給が

同じならば，一月当たりの所得もこれに近い額

の差が出るはずだが，回帰分析結果が示す通り，・

実際の差はその半分以下である．この違いは，

リキシャ所有リキシャ引きが，平均的に見て，

賃借者に比べて一日につき30分ほど労働時間

を減らし，その結果ユ7ルピーほど粗収入が低

くなっていることに由来レている．激しい肉体

労働であるリキシャ引きという仕事において，

リキシャ所有が恒常的な労働収益率上昇を意味

するならば，労働供給を減らして余暇を増やす

行動は合理的である25）．

　賃借リキシャを利用して営業する場合，賃借

料の水準は労働成果や生活水準と相関している

だろうか？　これを見るために，表5の定式化
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では，賃借者のダミーに賃借料水準の平均から

の差分を乗じた変数を説明変数に加えた．一日

当たり粗収入は，賃借料が1ルピー高いリキシ

ャ引きでは2ルピー高くなっている（1％水準

で有意）．賃借料が高いことを補填しようとし

ての労働強化という見方も不可能ではないが，

労働時間を被説明変数とした場合の係数は統計

的に有意でないから，あまり説得的でない．む

しろ，賃借料の高さはリキシャ引き需要の高さ

の代理変数と解釈するのが自然である．第1に，

Kurosaki（2012）で示されているように，デリ

ーメトロの開通はメトロ駅周辺のサイクルリキ

シャ引きサービスの需要を引き上げた、駅周辺

では客単価や客密度が上昇するため，同じ時間

労働した場合のリキシャ引き業の粗収入も上昇

する．そのような地域では親方所有リキシャの

賃借サービスヘの需要が上昇して，均衡賃借料

も上昇する、第2に，同じ居住区内でも，新型

のサイクルリキシャ，より新品に近いリキシャ

の方が客を得やすいことから，賃借料も高い傾

向がある．これら2つの需要効果の結果が，一

日の賃借料が1ルピー高いとリキシャ引きの一

目当たり粗収入が2ルピー高くたるという偏相

関関係に表れていると解釈できよう．

　表5の結果は，推定方法や説明変数を変えて

もほぼ定性的に頑健であった26〕．分量の制約か

ら詳細は割愛する．

　　　　　　　　6．結び

　本稿は，都市インフォーマルセクターと農村

からの労働移動に関する事例研究として，イン

ド・デリー市におけるサイクルリキシャ業に関

する定量分析を行った、用いたデータは主に，

2010／11年度実施のデリー全域を対象としたす

ンプル調査から得た1，320名のミクロデータで

ある．分析結果は，以下のようにまとめられる．

リキシャ引きの大多数は農村部からの移住者で

あり，恒常的住所を農村に残し，農村居住家族

に定期的に送金するなど，出身地との紐帯を強

く残していた．農村からの移動の際には，各種

インフォーマルなネットワークが重要な機能を

果たしており，その差異が調査時の労働成果や

所得水準にまで影響を残していた．リキシャ引

きの所得水準は，貧困線を顕著に上回っており，
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出身地にある程度の額を送金するに足りる水準

であった．教育や経験といった人的資本の蓄積

と収益性や所得の相関関係は，低い水準でのみ

プラスという非線形なものであった．営業用の

リキシャを所有することは所得上昇につながる

が，不要になるリキシャ賃借料の支払い額に比

べると上昇度合いは小さく，その分，・リキシャ

所有者は就労時間を短縮していた．最貧困州で

あるビハールからの移民リキシャ引きの場合に，

粗収入・所得が顕著に高くなっており，出稼ぎ

者としての労働意欲の高さ，あるいは移民ネッ

トワークの効果がうかがわれた．

　本稿で定量的に明らかにした農村出身リキシ

ャ引きの出稼ぎ収入は，家計レベルでの長期的

な貧困脱却にどの程度有効であろうか．フィー

ルドでの観察も加えて，この点に関する推測を

述べたい．リキシャを賃借して月に2，000ルピ

ー以上の余剰を送金し続けることができれば，

貧困線以上の生活が農村で可能になる見込みが

強い．しかし，リキシャ引きという肉体的に負

担の大きい労働を長期的に安定して続けられる

保証はない．ちょっとしたけがや病気ですべて

の見込みは狂ってしまう危うい仕事が，賃借リ

キシャ引きである．ではこの余剰の一部を貯め

て，リキシャを所有したリキシャ引きになるの

はどうか．我々のリキシャ親方データにおける

新品リキシャ価格の中央値は7，500ルピーであ

ったから，送金を削れば，半年程度の蓄えでリ

キシャを購入できることになる．しかし本稿が

明らかにしたように，リキシャ引きの所得がリ

キシャ所有により増える度合いはそれほど顕著

なものではない．反面，所有してしまうとリキ

シャを盗まれるリスクや修理費用もすべて自分

持ちとなり，農繁期に帰省して出身農村で農業

に従事することも難しくなる．リスク管理や労

働の季節性への対処という点でデメリットが生

じることも併せて考えると，一台のリキシャを

所有したリキシャ引きになることが生活水準の

恒常的向上にそれほど貢献するようには思えな

い．蓄えを貯めて所有リキシャを増やしてリキ

シャ親方を目指す経路は確かに存在するが，平

均的なリキシャ引き余剰の額を積み立てても，

50台以上の経営規模に達するのは容易でない1

我々のデータからは，50台以下のリキシャ賃

貸業では，リキシャ引きと同等の所得しか得ら

札ないことが判明している．リキシャ親方への

階梯上昇を通じて中問層にまでたどり着く経路

は，かなり狭いものと考えられる．

　家計レベルでの貧困脱却を不可逆なものとし

て定着させる経路として考えられるのは，次世

代が人的資本を蓄積し，人的資本の収益率が高

い仕事に就くような転換である．リキシャ引き

の送金は，農村部の家族の支出を上昇させ，子

女の教育に好影響をもたらす可能性がある27）．

リキシャ引きの仕事そのものにおいては，10

年以上の教育が収益率を引き上げる効果は見ら

れないが，逆にそのことが，労働収益が教育に

よって顕著に上昇するような職種・業種に，子

供を就業させたいとの意欲を強めさせる可能性

がある．サイクルリキシャ業のような都市イン

フォーマルセクターで働く出稼ぎ者が農村に送

る資金は，この投資のための短期的つなぎの役

割を果たすと考えられる．この点に関して，本

稿と同じデータを用いた別稿を準備中である．

また，特定のインフォーマルセクターを対象と

した本稿の分析は，農村居住家計や都市居住家

計を代表するデータを用いた研究と組み合わせ

ることで初めて，農村都市問労働移動の全貌を

解明することになる．これも残された課題であ

る．

　　　　　　　　　　　　（一橋大学経済研究所）

　注
　＊　本研究は，科学研究費補助金基盤研究（S）
　（22223003）の支援を受けた．また本稿の作成に当たっ

ては，青山和佳，有本覚，小田尚也，辻田祐子，吉村

典子の各氏，および一橋大学経済研究所定例研究会の

出席者各位より有益なコメントを得たことに感謝する

　1）　インドの会計年度は4月ユ日から翌年3月3！
　目までの期間である．

　2）例えば中西（1991），青山（2006），速水（2005），

およびその中の引用文献を参照．代表性という点で特

筆されるのは，デリー全体のスラムの母集団リストを

用いて調査スラムを無作為抽出したMitra㎜dTsujita

　（2008）の研究である．

　3）言い換えると本研究のアプローチは，農村調査

　をもとに，どのような家計・個人がどの地域に移住者

　を出し，どの業種に就業するかを実証分析する研究と

補完的である．インドの全国標本調査（Nationa1Sam－

p1e　Survey＝NSS）を用いてこの点を分析した近年の研

究として，KeshriandBhagat（2012）が挙げられる．
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　4）　インドにおけるサイクルリキシャに関する既存

の事例研究に関しては，Sood（2012）の引用文献を参
照．

　5）速水佑次郎氏の言葉を借りると，無作為抽出法

を用いない小標本データに基づく速水（2005）やHaya－

mi功α工（2006）の分析は「盆栽アプローチ」であり，

将来，より大規模な研究によって検証されるべき仮説

を定性的に提示するために有効なものであるとされて

いる．

　6）　デリー首都特別行政区は，MCDの他に，連邦

首都が置かれているNewDe1hiMunicipオCouncil
（NDMC）および軍管轄のDe1hiCajユtonmentBoard

（DCB）地域を含むが，人口の97％，面積の94％は

MCD管轄地域に集中している、NDMCおよびDCB
地域セは，サイクルリキシャの営業が禁止されている．

　7）デリー同様の政策が他の都市の多くでも採用さ

れているが，デリー同様に履行の度合いは低い（Sood
2012）．

　8）　ヒンディー語での丁加加∂mは通常，ある仕事

のために労働者や必要物資を調達するr請負人」とい

う意味だが，サイクルリキシャ業の文脈では，リキシ

ャ引きにリキシャを賃貸して賃貸料を取り，リキシャ

の整備やリキシャ引きがトラブルに巻き込まれた場合

に助け出すような業務を行っている者を指す．そこで

本稿では彼らを「（リキシャ）親方」と表現する．

　9）　この点，同じデリーのインフォーマルセクター

調査でもスラム調査（MitraandTsujita2008）との対比

．が興味深い．デリrのほとんどのスラムは市当局によ

って承認されており，そこに居住することが合法化さ

れているため，市当局作成のリストが調査スラム抽出

のための母集団リストとして使用できるし，抽出スラ

ムにおいて全居住家計のリストを作成する調査を行う

ことも可能である．

　10）同様の手法を採用して，デリーにおけるイン

フォーマルセクター小売業（行商人，露店商など）のデ

ータを集めた研究に，Minten勿α五（2010）がある．

　11）別途推定したデリー全域のリキシャ台数推計

が約44万台となったことと比較して，リキシャ稼働

率を考慮してもなお，この数字はやや低めと思われる．

簡易センサスにおいて調査漏れが生じて過小推定とな

った可能性がある．とはいえ，区域間にリキシャ引き

がどのように分布しているかなどを吟味した結果，

我々の標本はデリー全域のサイクルリキシャ引き．に関

してかなり質の良い大規模データを提供しているとの

判断にいたった（Kurosaki材α工2012）．リキシャ引き

母数の推定方法の詳細，とりわけ標準誤差と95％信

頼区間の計算方法については，Kurosaki勿αム（20121

Appendix）を参照．

　12）インドの州列生活水準格差については，黒
崎・山崎（2011）を参照．

　ユ3）他の選択肢は，rわからない」（209名），r帰る

つもりはない」（233名）である（無回答が5名）、

　ユ4）以下，インド全体あるいはビハールUP農村
部での平均像と上ヒ較する際のデータとして，2004／05

年度のNSS個票データ．（総数約2万5000家計）を用い

た、この家計データから得られる消費の分布について

は黒崎・山崎（2011）を参照．

　15）賃借リキシャを使用している1，205名の標本
リキシャ弓1き中，賃貸条件として保証人を挙げた者が

1，127名おり，うち，640名は同郷出身者が保証人で
あった．

　16）　この結果，出稼ぎリキシャ引きの出身地と，

デリー内での営業地域の間には緩やかな相関，すなわ

ち，デリーの中の住居区ごとに同じ出身地のリキシャ

引きが集まる傾向が見られる．しかしこの傾向は緩く．

我々のデータのとられたほとんどの住居区において，

複数の出身県のリキシャ引きが存在した．

　ユ7）調査時の名目為替レートは，1米ドル＝約45
ルピー（1ルピーは約2円）だった．

　王8）注15参照．

　19）我々が調査したリキシャ引きは，リキシャ引

き業の売上げ以外の所得源を全く持っていないし，直

接税や補助金の授受もないため，リキシャ引き業から

の純収入がそのままリキシャ引き個人の（可処分）所得

となる．

　20）　この差は主に経営規模の差に由来する．標本

リキシャ親方132名の所有するサイクルリキシャ数は．

6台から600台に分布し，平均55．5台，中央値40台

であった1加えて，経営費用に関する規模の経済の効
果も加わる（Kurosaki召去α工20ユ2＝Tables49，4．ユエ）．

　2ユ）パーン（Pα伽）は，キンマの葉にビンロウジ，

香辛料などを包んだもので，噛んで清涼感を楽しむ．

他にこの項目には，ビンロウジの噛みたばこ（Gm物）

や，伝統的葉巻（B〃）も入っている．

　22）　この定義でわかるように，本稿で用いる消費

支出は，衣服費，通信費などを無視した過小推計であ

る．通信費に関して補足すると，1，320名の標本リキ

シャ引きのうち，695名（全体のWT60．8％，UW
5Z7％）が携帯電話を所有していた1

　23）例えばτ加〃〃批，March20．2012の新聞記事
を参照．

　24）そのためには，操作変数法や，ランダム化さ

れた介入実験あるいは外生的な自然実験の利用などが

必要となる．残念ながら本稿のデータはこれらのアブ

同一チに適さない．

　25）　その日だけの一時的な労働収益率上昇ならば，

上昇している間に労働供給を増やして余暇を減らす行

動が合理的となるから，例えば一日の稼ぎが目標に達

すると仕事を終えるという行動は効用最大化に背く可

能性がある．ニューヨークのタクシー運転手を事例に

した一連の研究（例えばCrawford㎜d　Men92011及

びその中の引用文献）を参照されたい．ただし本稿の

例では，リキシャ所有による変化なので労働収益率の

上昇を恒常的とみなしてよいであろう．

　26）具体的には，説明変数群の中で例外的に相関
が高かった年齢と経験年数（相関係数O．545）について，

その片方を落とレた定式化，表2の前職情報を加えた

定式化，OLSではなくサンプリング確率を利用した
ウェイト付最小二乗法，被説明変数を水準でほな・く自

然対数にする定式化などを試した．前職情報は統計的

に有意でなかった．また，ビハール州出身ダミーがと

らえているものを探るために，このダミーと表5の他

の説明変数との各種交差項をカロえて再推定したが，交

差項の係数は統計的に有意でなく，ビハール州ダミー
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変数の係数にはほとんど変化がなかった．移動ネット

ワークに関する3つのダミー変数は，それぞれがゼロ

を取る場合の参照カテゴリーに非移住者も含まれるた

め，移住者である1，303名のサブサンプルに限って再

推定したが，表5とほとんど同じ結果となった．さら

には，出稼ぎリキシャ引きの出身地と，デリーでの営

業地域との問に緩やかな相関がある（注16参照）こと

を考慮し，住居区レベルのその他の要因をコントロー

ルするための家屋税区分固定効果（Kurosaki2012）を

加えたが，統計的に有意でなかった．すなわち，出身

地ごとの営業地域の偏りが表5の結果にバイアスをも

たらしている可能性は小さいと判断される．

　27）　ただしTsujitaεmd　Oda（2012）によるビハール

州農村の事例研究によると，出稼ぎ者の送金の使途と

して子女の教育を挙げた家計は全体の13．5％にすぎ

ず，経常的消費支出が送金の使途としては圧倒的に重

要である．
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